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１．趣旨 

大阪大学（以下「本学」という。）における放射性同位元素等取扱者（以下「取扱者」という。）

の登録については、大阪大学放射性同位元素等取扱者登録実施要項（以下「登録要項」という。）

に定めるもののほか、この細目に定めるところによる。 
２．放射線総合管理システムの管理・運用 

(1)  登録要項第４項に定める大阪大学放射線総合管理システム（以下「システム」という。）

とは、取扱者の申請情報、被ばく歴、健康診断の受診の結果及び教育訓練の受講の結果（以

下「情報」と総称する。）を記録することを目的としたプログラムであって、放射線科学基

盤機構附属ラジオアイソトープ総合センター（以下「RI センター」という。）が管理するも

のをいう。 
(2)  RI センターは、次のアからクまでに定める業務を行うものとする。 

ア 部局の報告に基づき、システムにアクセスするための ID 及びパスワード（以下「ID 等」

という。）を発行すること。 
イ 取扱者の外部被ばく線量をシステムに記録すること。 
ウ 大阪大学キャンパスライフ健康支援・相談センター（以下「支援・相談センター」とい

う。）が実施した健康診断の受診の結果をシステムに記録すること。 
エ RI センターが実施した教育訓練の受講の結果をシステムに記録すること。 
オ 部局長の依頼に基づき、第８項に定める記録を行うこと。 
カ 外部からの不正アクセス行為から防御するため、必要かつ適切な措置を講ずること。 
キ 情報の漏えい、減失又はき損の防止のため、必要かつ適切な措置を講ずること。 
ク アからキまでに定めるもののほか、システムの管理に必要な措置に係ること。 

(3)  前号の業務を行うため、RI センター長は、情報に必要な修正を加えることができる。 
３．登録補助者 

(1)  登録補助者とは、部局における登録を補助するため、部局の研究室等に置くことができ

る者であって、当該部局長が選任した者をいう。 
(2)  部局長は、前号の規定により登録補助者を選任したときは、別紙報告書により RI センタ

ー長に報告するものとする。これを変更又は解任したときも、同様とする。 
４．登録の申請先 
 登録要項第４項第１号ただし書に定める別に定める登録の申請先は、次の各号に掲げるもの

とする。 
(1)  登録要項第４項第１号（ア）に該当する者  最初に従事予定の放射線施設を有する部

局の長 



 

(2)  登録要項第４項第１号（イ）に該当する者で学内で従事するもの  最初に従事予定の

放射線施設を有する部局の長 
(3)  登録要項第４項第１号（イ）に該当する者で専ら学外の放射線施設で従事するもの  RI

センター長 
(4)  登録要項第４項第１号（ウ）に該当する者  第２号に定める者 

５．登録申請のための情報提供及び申請情報の記録 
(1)  被登録申請者は、登録第４項の定める申請を行うため、次のアからシまでの申請情報を

部局長に提供するものとする。 
ア  氏名（ふりがな） 
イ  性別 
ウ  生年月日 
エ  身分 
オ  所属部局等（登録要項第１項第１号に定める教職員等は所属部局を、登録要項第１項

第２号に定める学外者は、登録要項第４項第２号に定める部局を提供すること。） 
カ  登録区分 
キ  従事区分 
ク  個人番号又は学籍番号 
ケ  E-mail アドレス 
コ  放射性同位元素及び放射線発生装置の使用の有無 
サ  使用（予定）施設 
シ  個人線量計のコード並びに個人番号 

(2)  部局長は、前号の申請情報をシステムに記録するものとする。 
６．部局において実施した教育訓練の記録  

部局長は、当該部局において実施した教育訓練の受講の結果をシステムに記録するものとす

る。 
７．支援・相談センター以外の施設で受診した健康診断の記録 

部局長は、当該部局で登録する被登録申請者について、支援・相談センター以外の施設で健

康診断を受診したときは、その結果をシステムに記録するものとする。 
８．記録の依頼 
  部局長は、第５項第２号及び第６項に定める記録を RI センター長に依頼することができる。 
９．登録 

(1)  登録要項第６項の定める放射線施設の主任者への回付は、別紙申請書をもって行うもの

とする。 
(2)  部局長は、登録要項第６項の審査により、登録要件を満たしている者を登録するものと

する。 
１０．継続して登録された者の例外措置 
  前年度に登録された者で、当該年度中に継続して登録されたものは、年度当初より登録され

たものとみなす。 
１１．情報の安全確保のための措置 

(1)  主任者、事務担当者及び登録補助者は、交代する場合を除き、ID 等を第三者に提供して

はならない。 
 



 

(2)  主任者、事務担当者及び登録補助者は、情報が第三者に修正されることがないよう、使

用しないときは、アクセス行為を行わないことを徹底するものとする。 
(3)  登録補助者は、被ばく歴及び健康診断受診の結果を修正することができない。 

 



（別紙報告書） 

 

年   月   日 

 

 放射線科学基盤機構 

附属ラジオアイソトープ総合センター長  殿 

 

 

 

                     （部局の長） 

                                         

 

 

 

放射線総合管理システムに係る登録補助者の選任報告書 

 

 

 下記登録補助者について、システムの手続きを周知しているものであることを確認の上、選任

しましたので、大阪大学放射性同位元素等取扱者登録実施細目第３項第２号の規定に基づき、報

告します。 

 

 

 

 

 

 

登録補助者の氏名・補助を行う業務範囲 

                 ・           

 

 



（別紙申請書）

申請日　　/　　　/

登録施設：　（事業所の名称）

区分 管理番号 所属 性別 健康診断受診日 人体影響法令 要件 使用施設
氏名 立入前 予防既定
身分 立入後 安全取扱

//
//
//
//

//
//
//
//

//
//
//
//

//
//
//
//

//
//
//
//

//

//

新規／継続

新規／継続

男／女

男／女

男／女

男／女

男／女

年度　　　放射性同位元素等取扱者登録申請書

新規／継続

新規／継続

新規／継続

//

//

//


